









































































2012 年 4 月～2015 年 3 月 
 
（4）助成額 















 ①8 月 20 日（月） 神奈川県警察本部少年育成課関係者との意見交換会 






 ③11 月 16 日（金）  第 2 回科研費研究神奈川部会実施報告 
「横浜市立大鳥中学校における警察・地域社会との
連携について」 































2012 年 4 月～2013 年 10 月 
 
（4）助成額 
3,000,000 円  
 
（5）研究概要  























  熊本刑務所  
  熊本県地域生活定着支援センター  
  熊本県身体障がい者能力開発センター  
  熊本自営会（指定更生保護施設） 
②9 月 4 日（火）～9 月 5 日（水）  
長崎県地域生活定着促進事業の調査実施  
 訪問した機関・団体： 
  雲仙・虹（指定更生保護施設）  
  長崎県地域生活定着支援センター  
  長崎保護観察所  
③9 月 5 日（水）～9 月 7 日（金）  
佐賀県地域生活定着促進事業の調査実施  
 訪問した機関・団体： 
  佐賀保護観察所  
  佐賀県地域生活定着支援センター  
  佐賀恒産会（指定更生保護施設）  
  麓刑務所  
④9 月 6 日（木）～9 月 8 日（土）  
大分県地域生活定着促進事業の調査実施  
 訪問した機関・団体： 
  大分保護観察所  
  中津少年学院  
  あけぼの寮（指定更生保護施設）  
  大分県地域生活定着支援センター  
  びふれすと（就労継続支援 B 型事業所）  
  大分県渓泉寮（救護施設）  
⑤10 月 28 日（日）～10 月 30 日（火）  
石川県地域生活定着促進事業の調査実施  
 訪問した機関・団体： 
  金沢保護観察所  
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  石川県地域生活定着支援センター  
  三陽ホーム（救護施設）  
  親和寮（指定更生保護施設）  
  金沢刑務所  
⑥10 月 31 日（水）～11 月 2 日（金）  
福井県地域生活定着促進事業の調査実施  
 訪問した機関・団体： 
  福井保護観察所  
  福井刑務所  
  福井福田会（指定更生保護施設）  
  福井県地域生活定着支援センター  
  大野荘（救護施設）  
⑦10 月 28 日（日）～10 月 30 日（火）  
和歌山県地域生活定着促進事業の調査実施  
 訪問した機関・団体： 
  和歌山保護観察所  
  和歌山県地域生活定着支援センター  
  春風会（グループホーム）  
  端正会（指定更生保護施設）  
  和歌山刑務所  
⑧10 月 31 日（水）～11 月 1 日（木）  
大阪府・三重県地域生活定着促進事業の調査実施 
 訪問した機関・団体： 
  大阪府地域生活定着支援センター  
  三重県地域生活定着支援センター  
  津保護観察所  







































































て、当研究所では、2009 年 10 月から「子どもを犯罪から守るための多機関
連携モデルの提唱」という課題で 2 年 6 か月に及ぶ研究を実施してきました






































  早稲田大学法学部では、2012 年度の横川敏雄記念公開講座として、「三
政令市（北九州市・札幌市・横浜市）における子どもを犯罪から守るため
































予定です（2013 年 6 月末日出版予定）。 
 
Ⅴ．日仏教育学会創立 30 周年記念特別講演会の開催 
 

























Ⅵ．第 17 回早稲田矯正保護展の開催 
 





















  講演「刑務所出所者等の社会復帰支援について」  
山田憲児（日本社会事業大学客員教授、NPO 法人全国就労支援事業
者機構事務局長） 
 第二部（14：15～15：15）  
  Paix2 によるスペシャルコンサート  
 第三部（15：30～17：00）  














  小西 暁和 研究所員（法学学術院准教授） 
（2）「学校・教育委員会を起点とした機関連携の事例研究―北九州市・札幌
市・横浜市を例に―」 





  宍倉 悠太 氏（早稲田大学社会安全政策研究所研究助手） 
 
2. 第 27 回定例研究会（2012 年 3 月 24 日開催） 
（1）「触法少年の事件に対する調査システム－システム間の比較を通して
－」 
       三枝 功侍 氏（大学院法学研究科修士課程） 
（2）「刑事政策から見た犯罪被害者団体の意義と課題」 
       松崎 一優 氏（大学院法学研究科修士課程） 
 
3. 第 28 回定例研究会（2012 年 5 月 26 日開催） 
（1）「女子釈放者の社会復帰と更生のための取組み―更生保護施設両全会の
取組みから―」 
 小畑 輝海 招聘研究員（更生保護法人両全会理事長） 
（2）「少年非行と地域性」 
 榮  隆男 氏（女子美術大学名誉教授、保護司） 
 
4. 第 29 回定例研究会（2012 年 7 月 28 日開催） 
「北朝鮮の金正恩体制と強制収容所」 
       重村 智計 研究所員（国際教養学術院教授） 
 
5. 第 30 回定例研究会（2012 年 9 月 29 日開催） 
（1）「薬物犯罪に対する国際的取締体制の特質―『犯罪のグローバル化』へ
の対応の視点から―」 
       皆川  誠 招聘研究員（立正大学法学部非常勤講師） 
（2）「矯正施設内における、アンガーマネージメントプログラムの実践報 
告」 
       本田 恵子 研究所員（教育・総合科学学術院教授） 




6. 第 31 回定例研究会（2012 年 12 月 15 日開催） 
（1）「発達障害のある非行少年への対応に関する一考察」 
       宍倉 悠太 氏（大学院法学研究科博士後期課程） 
（2）「少年院における教育をめぐって～一教官の経験を通して～」 
 林  和治 招聘研究員（大学院法学研究科非常勤講師） 
 
Ⅷ．研究員の異動 
 
本研究所では、以下の研究員の新規嘱任がありました（50 音順）。 
 
1. 研究所員 
帖佐 尚人（教育・総合科学学術院助手） 
本田 恵子（教育・総合科学学術院教授） 
 
2. 招聘研究員 
加藤 直隆（国士舘大学法学部教授） 
島田 征夫（早稲田大学名誉教授） 
田川 靖紘（愛媛大学法文学部専任講師） 
服部 朗（愛知学院大学法学部教授） 
原田 綾子（名古屋大学法学研究科准教授） 
本郷 三好（中国社会科学院法学研究所外国人理事） 
矢作 由美子（敬愛大学国際学部兼任講師） 
米山 哲夫（駿河台大学法学部教授） 
李 傑清（国立台北科技大学大学院知的財産研究科教授） 
渡辺 巧（財団法人日本道路交通情報センター常勤参与） 
渡辺 直行（広島修道大学大学院法務研究科教授） 
 
※なお、本研究所の活動につきましては、本研究所ホームページ（URL: 
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http://www.waseda.jp/prj-wipss/ ）もご参照下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
